
フ ラン ス の 棚 ア ル ベ ー

ル の 者 マ リイ ぱ 2 ぎ辛ガに厨の
娩 一

人′厨子の ル イぱ､ ア
ル ベ ｢ ル ∠ マ リ′ の勿を どみ マ
テル ′:が:面膨ぎ.屠 丁き斉L た ｡
ル イの 棚 古顔 吉 り､ 一 家 が
幸ぎ い っ ぱいのあるβ ､ アメ リ
カ麿 新 修 フ ラ ン クがアル ベ ー

ル 彦戯ね r き芳すも 上野碧の人
磨蜜月と L T の一訪野と言い 古デ
カミ フラ ン クの 勘 貞子 - ル

イの こ と 励 l 〝｡ g ク卒粛仁真
贋L た妻 マ リイ の こ とる磨L ぐ
.好 っ 丁い 名鱈子｡ 挙 勧ご磨拶仁
君 でロ を臆す瀬見 い っ た い フ
ラ ン クと一宮′軒家を のか ? ? ?
真顔 卵 lさカ る フ ラ ン クの と
ん ぞる合い 紺 / そカ杏J紛 っ
た アル ベ ー 〟′ぱズ/ f上 ッ ク / ノ
こ の 甜 ガげば彪対ル イ仁J紛ら
ゎ 丁ば彦ら合 い / / /
√0 〟 / マイ マ マ / ノ 慶の

犀ば 今どこ/ご ?
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作/ 堀江 安来
演出/ 袋 正

出演/ 中村 たつ

琴崎 加棉芋
川口 数子

霞崎…彗を
一

望する 古い 石

崇の 塘適蜃 ､ 土地の人 ■々線

樫の 木坂と呼んでし1 る｡･そ

の 中腹に あ る茸葉家では､ 7

A
_
軍旗があたたかな日常を

送っ てい た｡ しか レ
▲

裸瑠 という悪夢わししl 過

去を音速え支え合っ て留らす

宅≡姉妹窄､ ベ テラ ン ≡ 女

優が演じる注目の締台ですム

エ イ コ
ー ン

㌻r二子苧
｢

勒

作/ トルス トイ

演出/
′

加窯 凝治

出演/ 栗原･小者
赤羽 秀之
満水 域治

｢ も うすせ列車が来るわ ｡

私の愛 す る人､ あ な た を白

田! こしてして あげる ｡ ア レフ

セイ ･ りロ ンス キ
ー

｣

維屯･が細るあ の世界文学

の大作を､ 栗 原中巻主演 ､ わ

ず か8 人の 出演者 で コ ンパ

クトに＼ドう マ チ ック に薫き

出 し柾 抒台です

引弓 駐､ ■団1 0 8 0
素劇版､東京行進曲

I O 月駐､ 貴意ウォ ー ドウイルシ ョ ー I 2 月 臥 ■団長t
ト′に降与南 海 燕
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仙 演劇鑑蔑義隆 ､ 会員に遮
γ

ヨ ぞ企 画 書 運崇さ覿てももま背教 洲

余 とば ?

演劇を仙台 で観た い人 ガ集 ま り ､ 3 人 以 上 で莞 ト
ー

ク ル を作 リ

観る作品洩び♯5 運営ま で自分凄の亭 ぞ行 っ て_いる自主的
･ 民

主的な会員如ゐ金です

自主運営の鑑賞会 です

金‡戎翁島貯金■を持ち啓 っ てユ野営し疎音 ｡ ワ
ー

ク ルI粛軍た 1 倒 ､

希望する例会由運営(運営サ
ー

ウル)に参加し票す｡ 企画作りや例
会を成功させ るため ､ す べ て会員の知憑や農曳を集 め て ､ 交流を

深めなガも行 って い 計醜

l ･
人 ユ童‥い

濃群青楽 しみた い 人な
~
らどなた でなた で も､ い つ も会員に なれ

主事 .

3 人以上でサ
ー･ 劉 レを つ < っ て 入会する 符､ ぬ郵り合い に 会見

ガい鵜ばぞ の サ
ー

クル に凡愚 己 と野で ぎま せ ｡ どう し でもぁ つ
か 5 ;ない疇等は事務矧 こご稽毒炎下さ い ｡
入裁から 1 年間は操鱗す

■るこ とが原則です｡

会義朝爪 ､ 希 望提出等はサ
ー

ク ル単位で行いま冒 ｡

会 費練習■

こ の会 の緩 t は ､ 令書 の ゐ で まかなわれ て
い ます ｡.･ 1 画 ご と に テク

ーカトを罵 っ て 関 る

の で騒琴く､ 頓碍象サ を納入し 計石 入会
するとまば ､ 入象金 と納･金 砂あ る月初劇虜

分か ら納入しま 寸｡

仙 台 の 飽 で
■◆

生 の 演虔唖が見た い
-

そ う願う 人た ち

に よ っ て 生 まれ た 演劇鑑常 会 ｡ 仙 台巌劇慈恵 会 は

l () 5 7 年甘勘q に屈託二 ( 当 時事ま労演) し ま した ｡

み んな で 会堂凌繚 ち寄り ､ す ぐれ た日本演刺 を こ

の仙台の地 に迎且 て ､ 継続的に 年fj 固の 公演 ( 例会)

を行 っ て い ます｡ 例会は 毎回 展 3 回 ･ 授■l 回 の 4 ス

テ ー ジ
}

ぞす
｡

舞台モーま､ 生 の 人間 と人 間が 作り出す 最も人 間的な

空間 で ず｡ そ し て ∴ 鑑探索はお芝居毯凝 る だけ で な

く
, み ん な で感動 や感激を分か ち合 う そ ん な会 で す｡

こ の 機会に是非私た ちと事び をとも に し ませ ん か ‡

観魔 に闇 ヤ

入会する と ､
1 人 ひ とりに 会員 証を発行 します｡ 会

員 旺 臣 希 望 日 の 指定鱒仁) シ
ー

ル を障 っ て
ノ

入場 ･ 観 劇

します 静 観華甲
･ 会場鱒準望 して 選ペ ､ 事帝なら何

度 で も変更 で ぎ まず ｡ イ 翼竜テ ィ健 脚こは ､ 銀子 が
† 縛に舶 られる ｢母子呈｣ も あ ります｡


